
第3次七戸町長期総合計画策定のための 

町民ワークショップ報告書 

 

◼ 町民ワークショップの目的と趣旨 

 第3次七戸町長期総合計画の策定に向けて、七戸町民やこれからの行政を担う若い行

政職員のまちづくりに対する想いを聞くための機会として開催しました。 

ワークショップをとおして七戸町の現況に対する共通の認識を持ち、より良い七戸

町としていくための方法について参加者間の理解を深めます。そして、七戸町の将来

像について意見やアイデアを抽出し、計画策定のための基礎資料として反映させるこ

とを目的とします。 

 

 

 

◼ 各回の開催概要と実施の様子 

第２回 グループワーク① 

（1）日 時 令和6年11月19日（火） 18：00～20：00 

（2）場 所 七戸町役場本庁舎 第1・2会議室 

（3）参加者 17名 （七戸町民10名、七戸町役場職員７名） 

（4）次 第 

① あいさつ 

   ② オリエンテーション 

     ・意見やアイデアが反映される仕組みについて説明 

・グループワークの進め方の説明 

・ファシリテーターの紹介 

   ③ グループワーク 

・七戸町の『光』と『影』について意見を抽出する 

・まとめと発表準備 

   ④ 各班成果発表 

   ⑤ その他  



（5）実施内容 

 

① あいさつ 

・七戸町役場企画調整課 田中課長より挨拶。 

 

 

② オリエンテーション 

・今回のグループワークの最終目標（意見のまとめ方）について全員で共有しました。 

・抽出した意見がどのように長期総合計画に反映されていくのか、その仕組みや流れに

ついて説明を行いました。 

・グループワークの流れ、方法について説明を行いました。 

・各班のファシリテーターを紹介しました。 

 

 

③ グループワーク 

・A、B、Cの3班に分かれ、各班1名ずつリーダーを指名しました。 

・七戸町の『光』と『影』について、各自の意見をポストイットに記入しました。 

・各自の意見を班員に説明しながら、各テーブルに広げられた模造紙に貼り出し、班の

中で意見を共有しました。 

・類似する意見や関連性が高い意見をまとめて見出しを付けたうえで、その中で『光』

と『影』に分類しました。 

・各班成果発表に向け、発表する内容と代表者を決めました。 

 

 

④ 各班成果発表 

・A→B→C班の順で、グループワークで出た意見やまとめた内容を発表しました。 

 

 

⑤ その他 

・次回ワークショップの開催日時と内容について、アナウンスを行いました。 

 

 

  



（6）要 旨 

 

グループワークにおいては各班で活発な意見交換が交わされました。 

全ての班をとおして、『光』については自然環境の豊かさや七戸十和田駅や高規格

道路が整備され交通の便の良いこと、野菜など質の高い農産物があることなどが挙げ

られました。一方、『影』については、宿泊施設や飲食店などの商業施設の衰退、労

働人口の減少及び町外への流出、医療福祉施設が十分といえないことに関する意見が

挙げられました。 

豊かな自然や広大な土地、アクセスの良さ、農産物や世界遺産などの豊富な「資源」

がありながらも、それらを活かしきれていない、整備しきれていないと感じる参加者

が多く「もったいない」という意見が多く飛び交っていました。 

各班の特徴をみると、A班では、『光』としては町の農産物やそれらを生かした展開

をしている飲食店に対する意見が挙げられ、『影』としては町の基幹産業である農業

の後継者不足、働く場が少ないことから若年世代の転出が多いことに対する意見が挙

げられていました。 

B班では、自然や観光資源の豊かさ、交通網の充実などが『光』として挙げられ、

『影』としては町内の不法投棄など環境問題に関すること、集客性のあるイベントの

衰退や町の情報発信の不足、宿泊施設が少ないことなどが挙げられていました。 

C班では、『光』として二ツ森貝塚や七戸城跡といった文化遺産、温泉やスキー場、

乗馬ができることなど町特有の資源に対しての声が挙げられていました。一方、『影』

としては、県外への人口流出や町民有志活動の減少、ボランティアが少ないことなど、

町民の交流に関する意見がみられました。 

  



（8）詳 報 

 

【 A 班 】 

分 類 意 見 

交通 

光 
・他市町村と比べ、除雪や道路の整備が整っている。 

・高速道、新幹線などの交通の便が良い。 

影 
・道路が狭い。 

・高齢者の交通手段が乏しい。（バス・タクシー等） 

自然 
光 

・四季を味わえる。 

・町を一歩出れば八甲田、奥入瀬渓流。温泉、種差海岸、下北半島。挙げれ

ばきりがないくらい素敵なところばかりで飽きない。うに、まぐろ、魚が

おいしい。 

影 ・寒く、積雪量が多く、生活に支障が出る。 

居住 

光 
・地域住民とのつながり、温かさ。 

・温泉が多い。 

影 

・宿泊施設。（ホテルくらいあれば。） 

・高齢の方と話すと、未だ、天間だ、七戸だと話す方が多い。 

・流雪溝は有難いが、時間が決まっているのが難点。 

・新築アパートが高価な印象。 

イベント 

・観光 

光 

・二ツ森貝塚イベント・子どもガイド活動が盛んでよい。 

・世界遺産や城跡、レールバス等観光資源あり。 

・レールバスのイベント、子どもは楽しい。 

・祭りが秋・夏2 種大きいのがあるのは良い。 

影 

・イベントが少ない。 

・文化祭について。作品・農産物・その他すべてにおいて品数が少なく、文

化祭にはほど遠いなと感じた。 

・町民が参加したくなる企画や行ってみたいと思える事にお金をかけ、何も

ないと言われているところでも心豊かに暮らしたい。 

駅周辺 

光 

・美術館。企画展多く開催している。 

・駅周辺の発展。 

・駅があり、交通の利便性が高い。 

・駅がある。周辺も道の駅や体育館などがある。 

・道の駅。お店が充実。おみやげ・食事。 

・道の駅の評判が良い。 

影 
・道の駅駐車場、運転しにくく、通行が分かりにくい。 

・駅周辺がさびしい。 

 

 



飲食 

光 

・自然が豊かでながいもやニンニクが豊富。 

・おいしい農産物がある。（にんにく、長芋など。） 

・食べ物が美味しい。（野菜類、肉） 

・酒蔵がある。 

・ランチのお店が多いと思う。 

・ナミキジェラートなど、自然のものを活かしているところ。 

・ナミキジェラートおいしい！ 

影 

・他市町村と比較して、飲食店が少ない。 

・個人経営店の減少。 

・夜、開いている飲食店が少ない。 

医療 影 
・医療施設が少ない。 

・高度医療病院まで遠い。 

子育て 

光 
・町内に小学～高校が揃っている。 

・高校に学習塾がある。 

影 

・出生数の減少は深刻だ。 

・子どもが少ないため、部活やクラブ活動の選択肢が少ない。 

・中高生のたまり場がない。 

・土・日に子ども連れで遊ぶ所が少ない。 

・若年世代の転出が多い。 

・若者向けの娯楽施設がない。 

・子ども達から高校生まで七戸町に（青森県）戻って、ここで子育てしたい

と思える、夢のある町になっていない。 

労働 

光 

・高齢でも農家を続けて頑張っている。 

・農家をやりたい人には充分すぎる土地がある。地球温暖化を食い止める作

物を育てても良い。 

影 

・農業外の経済基盤。 

・後継者不足。（農地の荒廃） 

・地元で働く人が少ない。（町外で働く人が多い。） 

・働く場所がない。 

・子ども達が働きたいと思える企業がない。もしあったとしたらもっとPR 

をしていただきたい。例えばアニメ制作会社、IT、スマート農業会社。 

 



【 B 班 】 

分 類 意 見 

自然 

光 

・自然が多く美しい。 

・自然が豊か。 

・ふれあい公園。（人が集まる。噴水修理して。） 

・森林公園。（人が集まる。） 

・水田、畑など景観が良い。 

・ごみが道に落ちていない。 

・町の面積が広い。 

影 

・山のゴミ。不法投棄。 

・道端のゴミ。 

・（農家以外も）ゴミ燃やすな。（農家には厳しいのに。） 

・地球温暖化への取組の推進、脱炭素社会への取組。 

→EV車や廃棄物の資源化等。 

・虫が多い。 

・獣害が怖い。 

・自然や動物と触れ合う体験がない。 

・災害が発生することが増えてきている。 

・農業が主産業なのにもかかわらず、日本一のにんにくはどこへ。 

・（農業振興）日本一をつくってくれ。 

・畜産業が盛ん→家畜ふん尿の処理問題 

→リサイクル資源化の促進。（堆肥化等） 

観光 

光 

・伝統文化が多い。（ナニャドヤラ等） 

・世界遺産がある。 

・町立の美術館がある。 

・祭りが多い。 

・キャンプ場がある。 

・スキー場がある。 

・道の駅がにぎわっている。 

・七戸町のキャラクターがかわいい。 

・NAMIKIのジェラートがおいしい。 

影 

・商店街ににぎわいが少ない。 

・観光でみる所が少ない。 

・ご飯を食べるところが少ない。 

・宿泊施設（ビジネスホテル等）が少なく、観光・出張で来られた方が留ま

らず、近隣でお金を落とす。 

・日本中から人が集まる場所づくり。（ハーフパイプ、障害物競走） 

・町外から人が集まるイベント、なぜやめる。（そば博、クボタ祭り） 



交通 

光 

・東京まで3時間で行ける七戸十和田駅がある。 

・有料道路高速がある。 

・新幹線の駅が近い。 

・新幹線の駅、上北道、みちのく有料道路、下北道と交通の利便性が良い。 

・新幹線が通る。 

・交通網が整っている。 

影 

・道が分かりづらい。 

・車がないと不便。 

・町外に行く公共交通機関が少ない。 

・南部縦貫鉄道をなくした。（2億円で残せた。） 

生活 

光 

・温泉が多い。 

・食べ物（野菜）がおいしい。 

・小中学校の給食が無料。 

・町の人たちのつながりが強い。 

・お年寄りが元気。 

・待機児童がいない。 

影 

・地域 町内会とのつながりが薄れてきている。 

・ひとり暮らしの高齢者が増えてきている。 

・子どもが少ない。 

・働ける場所が少ない。 

・人口が減ってきている。 

・産婦人科が無い。 

・外国人労働者が増えている。→外国人の方たちは暮らしやすい…？ 

・七戸・天間で施設にばらつき。 

・祭りに参加する人が少なくなっている。 

・アパートが少ないイメージ。 

・普段遊べる場所が少ない。 

・室内の遊ぶ場所が少ない。 

・買い物する場所が少ない。 

・服を買う所が少ない。 

・ネットでのアピールが少ない。 

・HPが分かりにくい。 

 

  



【 C 班 】 

分 類 意 見 

商業 

光 

・まあまあ巨大スーパーがある。 

・道の駅が大人気。 

・道の駅の野菜が豊富。 

影 

・飲食店が少ない。 

・カレー屋がない。（飲食店の選択肢が少ない。） 

・商店がさびしい。 

・鮮魚店が少ない。 

・駅前が閑散としている。 

・異業種間の交流が少ないと思う。 

・アパートが少ない。 

・宿が少ない。 

文化 

光 

・地域内スポーツ。朝野球、ナイター○○ 

・二ツ森貝塚がある。 

・七戸城跡がある。 

影 

・町民有志の活動が少ない？ 

・ボランティアが少ない、集まりにくい。 

・歴史的・文化的遺産を活かす。 

自然 

光 

・農業が盛ん。 

・四季を感じやすい。 

・スキー場がある。 

・景色が良い。八甲田が近い。 

・温泉がある。 

・水がおいしい。（天間は特に。） 

・豊かな自然。 

・夏に涼しい。 

・乗馬ができる。 

影 
・積雪量の多さ。 

・夏暑く、冬寒い。 

交通 光 

・青森県の中央に位置している。 

・高速道路が通っている。 

・車の運転がしやすい。 

・県内アクセスが良い。道路、新幹線。 

・新幹線がある。 

 

 

 



交通 影 

・町内の公共交通の手段がほぼない。 

・電車の駅がない。（遠い。） 

・空港へのアクセスが悪い。 

・歩道が狭い。 

・信号機のない交差点が多い。 

人口 影 

・県外への人口流出。 

・人口減少率が近隣町村より大きい。 

・県外への就職が多い。 

福祉 

光 
・教育支援の充実。 

・公営塾。 

影 

・図書館が小さい。 

・少子化。 

・介護保険料が高い。 

・産婦人科がない。 

・短命である。 

 

 

  

 


